
聖
語
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経
自
巻
七
十
二

至
巻
八
十

』
の
書
誌
的
考
察

山

本

信

吉

は
じ
め
に

『
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
目
（
１
）
録
』
の
第
五
類
甲
種
写
経
の
部
の
第
十
号
に
「
大
方
広
仏

華
厳
経

壱
巻

巻
七
十
二
乃
至
巻
八
十
、合
装
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
写
経
（
以
下
、「
聖

語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
私
は
平
成
十
六
年
十
一
月
に

行
わ
れ
た
東
大
寺
図
書
館
の
聖
語
蔵
経
巻
調（
２
）
査
に
さ
い
し
、
調
査
員
の
一
員
と
し
て
実

検
す
る
機
会
が
あ
り
、
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
が
統
一
新
羅
時
代
に
書

写
さ
れ
た
写
経
で
あ
り
、
我
が
国
に
所
在
す
る
最
古
の
新
羅
写
経
で
あ
る
と
考
え
、
そ

の
判
断
に
つ
い
て
調
査
団
の
団
員
各
位
の
賛
同
を
得
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
述
べ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
存
在
は
す
で
に
大
正
年
代
に
注
目

を
得
て
い
て
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
巻
の
「
二
七
九
、
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
八

十
巻
花
厳
経
）
の
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
に
至
る
九
巻
の
本
文
の
対
校
本
と
し
て

「
聖
乙
」
の
記
号
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
注
意
す
る
人
が
あ
れ
ば
、
こ
の

「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
が
于
�
国
三
蔵
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
巻
花
厳
経
』

（
新
訳
花
厳
経
）
で
、
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
ま
で
の
九
巻
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
本
文
が
著
し
い
省
略
本
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
写
経
が
我
が
国
書
写
の
『
華
厳
経
』
で
は
他
に
類
例
が
な
い
、
複
数
の

巻
次
を
一
巻
に
書
写
し
た
一
部
合
巻
書
写
経
で
あ
る
こ
と
、
写
経
と
し
て
の
体
裁
、
書

写
年
代
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
何
故
そ
の
本
文
が
著
し
い
省
略
本
で
あ
る
の
か
そ
の
理

由
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
誌

的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
体
裁
、
本
文
料
紙

写
経
と
し
て
の
体
裁
は
巻
子
装
本
で
、
員
数
は
一
巻
。
表
紙
は
茶
地
紙
の
原
表
紙
で
、

本
文
料
紙
と
同
質
の
楮
紙
に
打
紙
を
施
し
て
い
る
。
現
状
は
左
端
を
上
下
に
大
き
く
欠

失
し
、
こ
の
た
め
外
題
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
大
正
五
年
十
月
に
正
倉
院
掛

が
行
っ
た
修
理
に
よ
っ
て
欠
失
部
分
が
補
修
さ
れ
、
白
紙
の
題
簽
に
「
大
方
広
仏
華
厳

（
一
）

（１５４）



（
二
）

挿図１ 聖語蔵「大方広仏華厳経（自巻七十二至巻八十）」 巻首

挿図２ 同前 巻尾

（１５３）



挿図３ 同前 巻七十三 部分

（
三
）

（１５２）



経
自
巻
七
十
二

至
巻
八
十

」
と
外
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
左
端
に
は
八
双
竹
を
付
け
、
平
織
の
新

紐
が
着
装
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
見
返
は
表
紙
の
裏
面
の
ま
ま
で
あ
る
。
軸
は
軸
首
を

黒
漆
塗
と
し
、
頂
を
朱
漆
で
着
色
し
た
所
謂
黒
漆
塗
丹
頂
軸
で
、
軸
木
は
一
本
軸
で
あ

る
。
料
紙
か
ら
軸
首
頂
ま
で
の
軸
出
は
約
二
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
恐
ら
く
原
軸

と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
が
異
な
っ
た
幾
つ
か
の
写
経
を
寄
せ
合
せ
て

一
巻
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
に
至
る
九
巻
を
当
初
か
ら
一

巻
と
し
て
連
続
し
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
は
巻
首
の
巻
第
七
十
二
の
首
題
が
表
紙
見
返

と
の
間
に
一
行
分
の
余
白
を
置
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
首
題
の
下
に
本
文
料
紙

の
紙
数
を
示
す
「
用
�
五
十
四
張
」
と
紙
数
表
記
が
あ
る
こ
と
、
巻
首
の
本
文
料
紙
の

第
一
紙
の
紙
幅
が
第
二
紙
以
降
の
料
紙
に
比
べ
て
約
一
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
短
く
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
紙
を
貼
付
け
る
時
に
首
一
行
分
を
切
断
し
た
た
め
で
、
通
常

の
写
経
の
本
文
料
紙
第
一
紙
と
し
て
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
巻
の
途
中
に

記
さ
れ
た
各
巻
の
本
文
の
接
続
が
同
一
料
紙
内
で
行
わ
れ
て
い
て
、
各
巻
の
本
文
の
書

写
が
巻
首
か
ら
連
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。

本
文
の
料
紙
は
白
の
楮
紙
で
、
打
紙
が
施
さ
れ
て
い
る
。
楮
紙
は
我
が
国
で
は
奈
良

時
代
の
写
経
用
紙
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
麻
紙
に
比
べ
て
そ
の
使
用
例

は
少
な
く
、
白
楮
紙
の
例
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
で
は
楮
紙
が
一
般
的
で
高
麗

写
経
の
場
合
「
高
麗
写
経
は
そ
の
料
紙
の
材
料
が
、
若
干
の
麻
紙
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
楮
紙
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い（
３
）

る
。
後
述
す
る
統
一
新
羅
時
代
、
景
徳
王
十

四
年
（
七
五
五
）
の
書
写
奥
書
が
あ
る
『
新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳
経
』
も
そ
の

料
紙
が
楮
紙
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
書
写
過
程
を
記
し
た
奥
書
に
よ
っ
て
判
明

し
て
い
る
。「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
本
文
料
紙
数
は
調
査
の
結
果
は
五
十
五

紙
で
、
そ
の
一
紙
幅
は
表
１
の
通
り
で
、
平
均
五
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
七

・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
料
紙
は
界
線
が
な
い
。
奈
良
時
代
の
写

経
は
奈
良
時
代
中
期
、
す
な
わ
ち
天
平
年
間
に
官
立
写
経
所
が
整
備
さ
れ
、
本
文
の
書

写
・
校
正
の
た
め
の
写
経
生
・
校
生
と
並
ん
で
写
経
料
紙
を
整
え
、
界
線
を
施
す
装
�

師
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
写
経
所
で
書
写
さ
れ
る
写
経
は
い
ず
れ
も
界
線
を
施

し
た
経
紙
に
本
文
を
書
写
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
奈
良
時
代
の
写

経
で
界
線
が
な
い
の
は
長
屋
王
願
経
と
し
て
著
名
な
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
十
一
月
十

五
日
の
書
写
願
文
が
あ
る
『
大
般
若
経
』（
和
銅
経
、
滋
賀
県
・
大
平
寺
他
）
と
、
神
亀

五
年
（
七
二
八
）
五
月
十
五
日
の
書
写
願
文
が
あ
る
『
大
般
若
経
』（
神
亀
経
、
東
京
・

根
津
美
術
館
他
）
で
、
い
ず
れ
も
奈
良
時
代
前
期
の
写
経
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
料
紙
の
紙
数
は
巻
首
の
首
題
の
下
に
本
文
と
同
筆
で
「
用
�
五
十
四

張
」
と
墨
書
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
は
実
測
し
た
紙
数
五
十
五
紙
と
一
紙

の
差
異
が
あ
っ
て
、
実
測
値
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
当
初
五
十
四
紙
を
予
定
し
て
い
た

の
が
、
実
際
に
は
五
十
五
紙
を
使
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
紙
数
の

単
位
表
記
に
「
張
」
を
用
い
る
の
は
日
本
と
朝
鮮
と
も
に
共
通
で
あ
る
が
、
日
本
の
場

合
の
使
用
例
は
、
正
倉
院
文
書
の
写
経
所
関
係
文
書
等
で
は
「
紙
」
と
並
ん
で
「
張
」

が
あ
る（
４
）

が
、
写
経
の
奥
書
等
で
は
使
用
例
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
で
は
高
麗
写

経
お
よ
び
高
麗
版
本
の
紙
数
表
記
は
「
張
」「
丈
」
が
一
般
的
で
、「
紙
」
の
使
用
例
は

な
い
。

（
四
）

（１５１）



二
、
題
名

題
名
は
巻
首
・
巻
尾
お
よ
び
巻
の
途
中
に
あ
っ
て
そ
の
表
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
首
「
大
方
広
仏
花
厳
経
入
法
界
品
第
卅
九
之
十
三

巻
七
十
二
」

巻
中
「
大
方
広
仏
花
厳
経
入
法
界
品
第
卅
九
之
十
四

巻
七
十
三
」（
第
八
紙
一
八
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
十
五

巻
七
十
四
」（
第
一
四
紙
末
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
十
六

巻
七
十
五
」（
第
一
九
紙
一
二
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
十
七

（
巻
ナ
シ
）

七
十
六
」（
第
二
九
紙
六
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
十
八

巻
七
十
七
」（
第
三
五
紙
五
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
（
マ
マ
）

三
十
九
之
十
九

（
巻
ナ
シ
）

七
十
八
」（
第
四
二
紙
三
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
廿

巻
七
十
九
」（
第
四
九
紙
一
一
行
）

「

（
同
）

入
法
界
品
第
卅
九
之
廿
一

巻
八
十
」（
第
五
三
紙
一
八
行
）

巻
尾
「
大
方
広
仏
花
厳
経
巻
第
八
十
」

で
、
巻
首
の
首
題
と
巻
中
の
各
巻
の
内
題
は
各
巻
の
首
題
の
み
を
記
し
て
尾
題
は
な
く
、

巻
末
の
巻
第
八
十
の
み
が
首
尾
題
を
記
し
て
い
て
、
巻
首
の
巻
第
七
十
二
の
首
題
と
巻

第
八
十
の
尾
題
が
巻
全
体
の
首
尾
題
を
兼
ね
た
姿
と
な
っ
て
い
る
。
各
巻
の
首
題
と
本

文
の
巻
立
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
と
異
同
は
な
い
。
な
お
、
題
名
中
、「
華
」
字
は

「
花
」
字
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
十
巻
（
旧
訳
）
華
厳
経
と
対
比
し
て
八
十
巻

（
新
訳
）
花
厳
経
で
あ
る
こ
と
を
判
別
し
易
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
用
字
上
の

区
別
は
す
で
に
唐
代
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ（
５
）る
。

表１ 本文料紙法量表 紙幅単位：センチメートル

本文行数

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

１７行

表紙幅 ２２．４
本文料紙全長 ３０８３．６

紙幅

５６．８

５６．７

５６．６

５６．７

５６．７

５６．７

５６．７

５６．６

５６．７

５６．８

５６．６

５６．６

５６．５

５６．５

５６．４

５６．５

５６．３

紙数

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

本文行数

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

２９行

２７行

２１行

２７行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

紙幅

５７．１

５７．１

５７．１

５７．１

５６．８

５１．６

４８．４

３８．０

４８．１

５６．６

５６．８

５６．８

５６．８

５６．８

５６．８

５６．８

５６．８

５６．８

５７．０

紙数

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

本文行数

３０行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

３２行

紙幅

５４．７

５６．６

５６．４

５６．４

５６．４

５６．４

５６．４

５６．４

５６．４

５６．５

５６．５

５６．５

５６．５

５６．４

５６．６

５７．０

５６．７

５６．７

５７．２

紙数

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

（
五
）

（１５０）



三
、
本
文
の
筆
跡

全
文
を
楷
書
で
一
点
一
画
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
端
正
な
書
風
で
書
写
し
て
い
て
、

し
か
る
べ
き
写
経
所
の
写
経
生
の
筆
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
韓
国
・
泰

東
古
典
研
究
所
長
で
金
石
文
を
専
門
と
さ
れ
る
任
昌
淳
氏
は
朝
鮮
の
三
国
時
代
の
書
法

に
つ
い
て
「
書
の
（
マ
マ
）

特
長
を
国
家
別
に
み
る
と
、
高
句
麗
は
迫
力
あ
ふ
れ
る
力
を
持
っ
て

お
り
、
百
済
は
優
雅
で
あ
り
、
新
羅
は
端
正
で
あ
る
と
表
現
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い

（
６
）
る
。
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
本
文
の
筆
跡
は
、
筆
線
が
鋭
鋒
で
、
我

が
国
の
官
立
写
経
所
の
写
経
に
は
見
ら
れ
な
い
強
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
運
筆
に

や
や
伸
び
や
か
さ
が
窺
わ
れ
、
一
部
で
は
あ
る
が
筆
の
運
び
の
動
き
を
示
す
遊
糸
の
表

現
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
遊
糸
は
奈
良
時
代
の
写
経
で
は
天
平
十
二
年
五
月
一
日
の
御
願

文
を
附
し
た
光
明
皇
后
御
願
一
切
経
の
筆
跡
か
ら
顕
著
に
み
ら
れ
る
筆
法
で
あ
る
。
御

願
一
切
経
は
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
唐
か
ら
帰
国
し
た
僧
玄
�
が
将
来
し
た
『
開
元

釈
教
録
』
に
基
づ
く
新
写
一
切
経
の
書
法
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
筆
跡
も
唐
代
中
期
の
書

法
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
文
中
に
は
句
点
等
の
書
入
れ
は
な
く
、
読
誦
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
が
で
き

な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
本
文
は
通
巻
一
筆
で
は
な
く
、
巻

第
七
十
五
の
後
半
部
第
二
十
七
紙
（
本
文
は
「
（
前
略
）
六
十
億
百
千
那
由
他
仏
。
出
興

于
世
。
我
皆
親
（
７
）

近
」
ま
で
）
と
第
二
十
八
紙
（
本
文
は
「
承
事
供
養
。
其
最
後
仏
。
名

広
大
解
（
後
（
８
）

略
）」
と
の
間
で
筆
跡
と
料
紙
が
異
な
っ
て
い
る
。
筆
跡
は
前
後
の
書
風
は

同
じ
で
あ
る
が
、
前
半
部
が
筆
線
を
や
や
長
く
引
い
て
い
る
の
に
対
し
、
後
半
部
は
よ

り
端
正
な
筆
致
と
な
っ
て
い
る
。
料
紙
も
紙
質
は
同
質
で
あ
る
が
紙
色
が
異
な
り
、
前

半
部
は
や
や
白
茶
地
で
あ
る
が
後
半
部
は
茶
色
の
淡
色
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
書
写
の
体
裁

一
般
に
漢
訳
経
典
は
一
部
の
大
字
経
を
除
き
、
経
本
文
は
一
行
十
七
字
に
書
写
す
る

の
が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
華
厳
経
』
は
一
行

十
七
字
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
一
行
十
六
字
も
し
く
は
十
八
字
な
ど
一
行
十
七
字
以
外

の
行
字
数
に
書
写
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
奈
良
時
代
書
写
の
『
華
厳
経
』
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
て
い（
９
）
る
。

こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種

十
号
本
」
は
そ
う
し
た
『
華
厳

経
』
の
一
行
字
数
の
在
り
方
を

考
え
る
と
き
、
一
行
十
七
字
の

字
数
を
守
ら
な
い
破
格
の
写
経

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
の

傾
向
を
知
る
た
め
所
収
各
巻
の

巻
首
十
行
に
つ
い
て
各
行
の
字

数
を
表
示
し
て
み
る
と
表
２
の

通
り
で
あ
る
。

表２ 各巻一行字数表（各巻の巻首十行分を示す）

２０字

２行

１行

５行

１行

２行

２行

１９字

４行

８行

４行

４行

５行

４行

４行

１行

７行

１８字

４行

２行

５行

６行

５行

４行

７行

１行

１７字

２行

一行字数

巻次

巻７２

巻７３

巻７４

巻７５

巻７６

巻７７

巻７８

巻７９

巻８０

（
六
）

（１４９）



『
八
十
巻
花
厳
経
』
が
実
叉
難
陀
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
の
は
則
天
武
后
の
周
の
長

安
四
年
（
七
〇
四
、
日
本
の
文
武
天
皇
慶
雲
元
年
）
で
、
当
時
は
写
経
の
書
写
形
式
な

ど
は
す
で
に
安
定
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
の
に
、
何
故
こ
の
よ
う
に
行
字
数
に
不
揃
い

が
生
じ
た
の
か
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
ず
実
状
の
み
を
指
摘
し
て
お
く

こ
と
と
す
る
。

五
、
本
文
の
省
略
に
つ
い
て

こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
経
本
文
に
著
し
い
省
略
が
あ
る
こ
と
は

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
編
者
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
状
況
は

本
文
下
欄
の
校
合
校
訂
注
に
詳
し
く
注
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
省
略
の
状
況
の
大
要
を

示
す
た
め
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
本
文
に
よ
っ
て
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」

の
本
文
を
一
行
十
七
字
に
換
算
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
本
文
を
行
数
で
対
比
さ
せ
た
の

が
表
３
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
は
本
来
の
経
本
文
の
半
分
よ
り
少

な
い
四
六
％
し
か
書
写
し
て
い
な
い
。
こ
の
省
略
の
在
り
方
は
、

（
イ
）
経
本
文
の
省
略
は
便
宜
的
で
、
入
法
界
品
に
記
さ
れ
た
善
財
童
子
の
行
動
を
検

討
し
て
冗
長
な
部
分
を
省
略
す
る
な
ど
の
方
針
は
窺
わ
れ
な
い
。

（
ロ
）
各
巻
の
偈
の
部
分
は
原
則
と
し
て
後
半
部
を
一
律
に
省
略
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

巻
第
七
十
五
の
第
三
番
目
の
偈
は
太
子
と
童
女
具
足
妙
徳
、
母
善
現
の
問
答
を
示
し
て

い
て
、
一
〇
六
行
の
長
文
の
偈
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
省
略
が
な（
１０
）い
。

（
ハ
）
省
略
は
後
半
部
分
に
多
い
。
巻
首
の
巻
第
七
十
二
は
本
文
の
残
存
率
が
六
九
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
巻
第
七

十
九
は
四
三
％
、
巻
第
八
十

は
一
四
％
と
巻
末
に
近
づ
く

に
従
っ
て
省
略
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

（
ニ
）
巻
第
八
十
は
巻
末

が
本
文
の
途
中
で
終
わ
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
内
容
は
善

財
童
子
が
普
賢
菩
薩
と
会
い
、

普
賢
菩
薩
が
得
る
善
根
が
広

大
な
こ
と
を
知
り
、
そ
の
功

徳
に
与
ろ
う
と
す
る
重
要
な

文
章
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

本
文
の
途
中
で
突
然
に
終
わ

ら
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
（
前
略
）
比
見
普
賢
菩
薩
所
得
善
根
。
百
分
不
及
一
。
千
分
不
及
一
。
百
千
分
不
及
一
。

百
千
億
分
。
乃
至
算
数
譬
諭
。
亦
不
能
及
（
１１
）

是
」
の
「
亦
不
能
及
」
と
文
章
の
途
中
で
書

写
を
止
め
て
、
次
に
一
行
の
空
白
を
置
い
て
巻
第
八
十
の
尾
題
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の

部
分
は
普
賢
菩
薩
の
利
益
を
説
く
最
も
重
要
な
経
文
で
あ
る
が
、
そ
の
処
を
省
略
し
、

し
か
も
経
文
の
途
中
で
不
自
然
に
書
写
を
止
め
て
い
る
こ
と
は
、
経
本
文
の
省
略
が
し

か
る
べ
き
僧
侶
の
指
示
の
下
に
計
画
的
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
限
ら
れ
た

紙
数
の
中
で
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
ま
で
を
一
巻
と
し
て
書
写
し
よ
う
と
い
う
何
ら

表３ 本文行数対照表

残存率

６９％

４７％

４７％

５７％

４６％

４１％

４８％

４３％

１４％

４６％

聖語蔵第五類甲種十号本

３２１行

２１９行

１５４行

３９８行

２４０行

３０６行

２７７行

１６１行

７０行

２１４６行

大正新脩大蔵経本

４６４行

４６０行

３２６行

６９１行

５２０行

７３６行

５６７行

３７４行

４８８行

４６２６行

巻次

巻７２

巻７３

巻７４

巻７５

巻７６

巻７７

巻７８

巻７９

巻８０

計

（
七
）

（１４８）



か
の
制
約
の
下
で
恣
意
的
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

六
、
一
部
九
巻
経
成
立
の
背
景

一
巻
の
巻
子
に
一
定
の
巻
次
を
連
続
し
て
書
写
す
る
、
つ
ま
り
一
部
合
巻
と
い
う
写

経
の
在
り
方
を
考
え
る
時
、
直
ち
に
連
想
さ
れ
る
の
は
細
字
経
で
あ
る
。
日
本
に
現
存

す
る
細
字
経
と
し
て
著
名
な
写
経
は
『
法
華
経
』
で
は
も
と
奈
良
・
法
隆
寺
に
伝
わ
り

現
在
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
う
ち
と
し
て
東
京
国
立
博
物
館
に
あ
る
唐
・
長
寿
三
年

（
六
九
四
）
六
月
の
書
写
奥
書
が
あ
る
『
細
字
法
華
経
（
一
部
七
巻
）』（
一
巻
）
が
唐

代
の
写
経
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
日
本
の
奈
良
時
代
写
経
と
し
て
は
天
平
十
六
年
（
七

四
四
）
五
月
の
書
写
奥
書
が
あ
る
奈
良
・
興
福
寺
の
『
細
字
法
華
経
（
一
部
八
巻
）』

（
一
巻
）
な
ど
が
あ
る
。『
金
光
明
最
勝
王
経
』
で
は
和
歌
山
・
高
野
山
龍
光
院
お
よ
び

金
剛
峯
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
奈
良
時
代
書
写
の
『
細
字
金
光
明
最
勝
王
経
』
が
あ
る
。
共
に

上
下
二
巻
で
、
上
巻
に
巻
第
一
か
ら
第
五
に
至
る
五
巻
、
下
巻
に
巻
第
六
か
ら
第
十
に

至
る
五
巻
を
書
写
し
た
一
部
十
巻
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
細
字
経
は
い
ず
れ
も
縦
二
八

・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
通
常
の
大
き
さ
の
巻
子
本
に
、
本
文
を
一
行
三
十
四
字

と
通
常
の
十
七
字
の
倍
数
で
書
写
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
細
字
経
体
裁
は
唐
代
に
始
ま

っ
た
も
の
で
、
願
主
自
身
の
護
持
経
と
し
て
携
帯
の
利
便
を
目
的
と
し
て
書
写
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
、
奈
良
時
代
以
降
の
各
時
代
に
主
と
し
て
『
法
華
経
』
が
細
字
経
と
し

て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
細
字
経
は
所
願
の
た
め
仏
像
、
と
き
に
は
仏
塔
な
ど
に
納
め
る
場

合
も
あ
っ
た
。
僧
�
然
が
宋
よ
り
将
来
し
た
、
京
都
・
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
の
胎

内
に
は
『
細
字
法
華
経
（
一
部
八
巻
）』（
一
巻
）、『
細
字
金
光
明
最
勝
王
経
（
一
部
十

巻
）』（
一
巻
）
が
納
入
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
印
刷
（
整
版
）
経
で
は
あ
る
が
、
奈
良
・

伝
香
寺
の
地
蔵
菩
薩
立
像
の
胎
内
に
は
南
宋
時
代
の
『
宋
版
細
字
法
華
経
（
一
部
八

巻
）』（
一
帖
）
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
胎
内
納
入
経
は
比
較
的
多
く
の
例
が

み
ら
れ（
１２
）る

。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
一
部
合
巻
経
は
日
本
の
場
合
は
い
ず
れ
も
『
法
華

経
』『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、『
華
厳
経
』
に
つ
い
て
は

寡
聞
に
し
て
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
た
だ
し
、
韓
国
で
は
『
法
華
経
』
と
並
ん
で
『
華

厳
経
』
が
一
巻
に
複
数
巻
を
書
写
し
た
一
部
合
巻
経
と
し
て
書
写
さ
れ
、
仏
像
も
し
く

は
仏
塔
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
溯
る
例
が
財
団
法
人

三
星
美
術
文
化
財
団
・
湖
巖
美
術
館
所
蔵
に
な
る
『
新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳

経
』（
二
巻
）
で
あ（
１３
）る

。
こ
の
写
経
（
以
下
、「
湖
巖
美
術
館
本
」
と
略
称
す
る
）
は
『
八

十
巻
花
厳
経
』（
新
訳
花
厳
経
）
で
、
千
恵
鳳
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
破
損
が
著
し
く
、

二
巻
の
う
ち
一
巻
は
開
巻
し
て
修
理
を
施
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
他
の
一
巻
は
開
巻
不

能
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
開
巻
さ
れ
た
一
巻
は
巻
末
に
記
さ
れ
た
奥（
１４
）
書
に
よ
っ
て
、

統
一
新
羅
時
代
の
景
徳
王
十
三
年
か
ら
同
十
四
年
（
七
五
五
）
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
、
統
一
新
羅
時
代
の
現
存
唯
一
の
写
経
と
し
て
韓
国
の
国
宝
一
九
六
号

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
形
状
は
巻
子
装
本
で
、
開
巻
さ
れ
た
一
巻
は
巻
首
を
欠
失
し
て
、

巻
第
四
十
三
の
尾
題
部
分
か
ら
巻
第
五
十
ま
で
を
連
続
し
て
書
写
し
て
お
り
、
も
と
は

巻
第
四
十
一
か
ら
第
五
十
ま
で
の
一
〇
巻
を
一
巻
に
書
写
し
、
全
体
と
し
て
八
十
巻
を

八
巻
に
書
写
し
た
写
経
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い（
１５
）
る
。
本
文
は
各
行
三
十
四
字
の
細
字

経
形
式
で
、
筆
跡
は
経
筆
師
の
手
に
な
り
、
格
調
が
高
い
書
風
で
端
正
に
書
写
さ
れ
て

（
八
）

（１４７）



い
る
。
筆
線
は
豊
麗
で
運
筆
の
変
化
に
富
み
、
遊
糸
を
駆
使
し
た
能
筆
で
、
日
本
の
写

経
に
比
す
る
と
奈
良
時
代
後
期
、
宝
亀
初
年
頃
（
七
七
〇
年
頃
）
に
書
写
さ
れ
て
魚
養

経
と
し
て
著
名
な
『
薬
師
寺
大
般
若
経
』
の
書
法
に
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中

に
は
則
天
文
字
（
例
え
ば
�＝

人
）
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
湖
巖
美
術

館
本
」
の
伝
来
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
状
態
が
「
長
い
年
月

の
間
の
漏
湿
に
よ
り
、
は
じ
め
の
部
分
が
腐
蝕
・
逸
失
し
て
お
り
、
残
っ
た
部
分
は
凝

固
・
密
着
し
て
い
（
１６
）

た
」
状
態
か
ら
み
る
と
、
仏
像
の
胎
内
あ
る
い
は
仏
塔
内
に
納
入
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
仏
像
・
仏
塔
内
に
『
華
厳
経
』
を
奉
安
・
納
入
す
る
こ

と
は
韓
国
に
お
い
て
は
顕
著
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
を
知
る
た
め
に

『
國
寶
』（
巻
十
二
、
書
芸
・
典
籍
）
に
掲
載
さ
れ
た
国
宝
・
宝
物
お
よ
び
そ
れ
に
准
ず

る
新
羅
・
高
麗
時
代
の
仏
教
経
典
に
つ
い
て
そ
の
伝
来
を
み
て
み
る
と
、
編
著
者
の
千

恵
鳳
氏
は
仏
像
の
胎
内
も
し
く
は
仏
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
写
経
・
版
経
を
十
一
例
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
七
例
が
『
華
厳
経
』
で
あ
っ（
１７
）

た
。

こ
う
し
た
韓
国
に
お
け
る
華
厳
経
供
養
の
在
り
方
を
考
慮
す
る
と
、「
湖
巖
美
術
館

本
」
が
巻
第
四
十
一
か
ら
第
五
十
ま
で
の
十
巻
を
一
巻
に
書
写
し
て
い
る
の
は
仏
像
も

し
く
は
仏
塔
に
納
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
書
写
方
式
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
ま
で
を
一
巻
と
し
て
書
写
し
た
「
聖
語

蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
が
統
一
新
羅
時
代
の
一
部
合
巻
の
書
写
方
式
を
反
映
し
た
新

羅
写
経
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
の
写
経
が
何
故
書
写
形
式
と
し
て
す
で
に

成
立
し
て
い
た
一
行
三
十
四
字
の
細
字
経
の
形
式
を
と
ら
ず
、
本
文
を
省
略
す
る
と
い

う
前
例
が
な
い
方
式
を
と
っ
た
の
か
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
の
著
し
い
省

略
は
納
入
経
巻
と
し
て
巻
子
装
本
の
分
量
を
一
定
の
範
囲
内
に
収
め
よ
う
と
し
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
一
行
の
字
数
が
十
七
字
を
遵
守
せ
ず
、
一
行
二
十
字
・
十
九
字
な
ど

と
し
て
い
る
の
も
経
巻
短
縮
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
巻
末
の
巻
第
八
十

の
本
文
が
他
巻
よ
り
著
し
く
省
略
さ
れ
、
し
か
も
巻
末
の
本
文
が
文
章
の
途
中
で
不
自

然
に
中
絶
さ
れ
て
い
る
の
は
写
経
と
し
て
極
め
て
粗
放
な
書
写
態
度
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
が
、
強
い
て
そ
の
理
由
を
考
え
れ
ば
、
書
写
供
養
に
さ
い
し
て
守
る
べ
き
一
定

の
期
日
も
し
く
は
料
紙
の
紙
数
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
の
止
む
を
得
な
い
処

置
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
料
紙
の
紙
数
に
つ
い
て
は
巻
首
の
首
題
下
に

記
さ
れ
た
「
用
�
五
十
四
張
」
の
紙
数
表
記
は
、
こ
の
巻
全
体
の
料
紙
の
紙
数
を
予
め

示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
１８
）

が
、
と
す
れ
ば
当
時
巻
第
七
十
二
か
ら
第
八
十
に
至
る
九

巻
の
省
略
本
の
紙
数
が
事
前
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
本
文
省
略

本
が
一
般
化
し
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
て
判
断
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
に
は
今
後
な
お
解
明
す
べ
き
点
が
多

く
あ
る
が
、
統
一
新
羅
時
代
の
八
世
紀
中
頃
、
恐
ら
く
は
七
四
〇
年
代
前
後
に
書
写
さ

れ
た
『
八
十
巻
花
厳
経
』（
新
訳
花
厳
経
）
の
一
部
合
巻
経
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
写
経
の
巻
末
紙
の
紙
背
右
端
上
部
に
墨
書
一
字
が
あ
る
。
一
見
し
て

「
沙
」
と
も
み
え
る
行
書
体
で
、
恐
ら
く
平
安
時
代
後
期
の
筆
か
と
も
思
わ
れ
る
。
抄

略
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
抄
」
字
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
こ
の
「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
に
つ
い
て
書
誌
的
考
察
を
加
え
、
こ

の
写
経
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
要
点
を
個
条
書
様
に
ま
と

（
九
）

（１４６）



め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
は
『
八
十
巻
花
厳
経
』（
新
訳
花
厳
経
）
の
巻
第

七
十
二
か
ら
第
八
十
に
至
る
九
巻
を
同
一
巻
内
に
連
続
し
て
書
写
し
た
所
謂
一
部

合
巻
経
で
あ
る
。

２
、
た
だ
し
、
そ
の
本
文
は
本
来
の
本
文
の
約
四
六
％
を
伝
え
た
著
し
い
省
略
本
で
あ

る
。
本
文
の
省
略
は
い
わ
ば
恣
意
的
に
行
わ
れ
、
か
つ
巻
末
の
巻
第
八
十
の
本
文

は
文
章
の
途
中
で
中
絶
し
て
い
る
な
ど
、
奈
良
時
代
の
写
経
と
し
て
は
特
異
な
内

容
で
あ
る
。

３
、
本
文
の
筆
跡
は
写
経
生
の
筆
で
、
端
正
に
書
写
さ
れ
、
日
本
の
奈
良
時
代
中
期
の

写
経
の
書
法
に
近
似
し
た
中
唐
風
の
書
風
を
示
し
て
い
る
。
八
世
紀
中
頃
、
七
四

〇
年
代
前
後
の
筆
と
認
め
ら
れ
、
筆
跡
優
秀
で
あ
る
。

４
、
本
文
の
料
紙
は
楮
紙
・
無
界
で
、
奈
良
時
代
写
経
に
類
例
が
な
い
。
上
質
な
白
楮

紙
は
専
ら
新
羅
・
高
麗
に
使
用
例
が
多
い
。

５
、
巻
首
の
首
題
下
に
「
用
�
五
十
四
張
」
と
本
文
料
紙
の
紙
数
表
記
が
あ
る
が
、

「
張
」
字
は
奈
良
時
代
の
写
経
に
記
載
例
が
な
く
、
高
麗
の
写
経
・
版
経
は
紙
数

表
記
に
「
張
」「
丈
」
字
を
使
用
し
て
い
る
。

６
、
一
巻
の
内
に
数
巻
を
書
写
す
る
一
部
合
巻
の
例
は
奈
良
時
代
に
は
『
細
字
法
華
経
』

・『
金
光
明
最
勝
王
経
』
に
そ
の
例
が
あ
る
が
、『
華
厳
経
』
の
例
は
な
い
。
そ
れ

に
対
し
、
新
羅
・
高
麗
時
代
に
は
『
華
厳
経
』
に
そ
の
例
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
仏

像
・
仏
塔
の
納
入
経
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
み
る
と
、
こ
の
『
花
厳
経
』
は
奈
良
時
代
の
写
経
と
し
て
み
る

と
極
め
て
異
例
な
内
容
で
あ
る
が
、
統
一
新
羅
時
代
の
写
経
お
よ
び
そ
の
影
響
を
受
け

た
高
麗
時
代
の
『
花
厳
経
』
と
対
比
す
る
と
、
写
経
と
し
て
の
共
通
性
が
極
め
て
高
い

こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
ま
で
我
が
国
に
は
朝
鮮
半
島
の
三
国
時
代
お
よ
び
統
一
新
羅
時
代
の
写
経
は
存

在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
日
本
が
大
陸
文
化
と
く
に
朝
鮮
半
島
の
文
化

の
強
い
影
響
を
受
け
て
仏
教
文
化
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
時
期
に

統
一
新
羅
時
代
と
断
絶
し
た
関
係
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
な
こ
と
と
思
わ
れ
た
。

私
は
か
つ
て
典
籍
・
文
書
等
の
文
化
財
調
査
に
従
事
し
、
我
が
国
に
見
存
す
る
飛
鳥
・

奈
良
時
代
の
古
写
経
の
殆
ど
を
調
査
し
な
が
ら
、
日
本
に
は
中
国
の
隋
・
唐
時
代
の
写

経
が
数
多
く
伝
来
す
る
中
で
、
何
故
朝
鮮
半
島
の
写
経
が
な
い
の
か
疑
問
に
思
い
、
そ

の
こ
と
を
文
章
に
し
た
こ
と
も
あ（
１９
）

る
。
そ
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
、
日
本
の
律
令
国
家
時

代
の
写
経
は
中
国
・
朝
鮮
と
同
一
の
基
盤
の
文
化
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
て
、
写

経
の
体
裁
・
料
紙
・
筆
跡
が
類
似
し
て
お
り
、
書
写
奥
書
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
唐
・
朝

鮮
の
写
経
と
日
本
の
写
経
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。

た
だ
、
唐
経
の
場
合
は
書
写
奥
書
が
あ
っ
て
そ
の
書
写
年
代
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

い
わ
ば
基
準
写
経
が
あ
っ
て
、
や
や
具
体
的
に
特
徴
・
差
異
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
朝
鮮
の
三
国
時
代
・
統
一
新
羅
時
代
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
手
掛
り
が
な

い
た
め
再
検
討
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
草
行
体
の
写
経
に
つ
い
て
は

恐
ら
く
朝
鮮
半
島
の
写
経
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
近
年
、
神
田
喜
一
郎
氏
旧
蔵
の
『
判
比
量
論
』（
一
巻
）
に
新
羅
に
お
け
る
角
筆
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
書
が
新
羅
時
代
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い（
２０
）

る
。

と
同
時
に
前
述
の
と
お
り
韓
国
に
お
い
て
も
『
新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の

よ
う
に
書
写
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
写
経
が
世
に
出
て
、
統
一
新
羅
時
代
の
写

（
一
〇
）

（１４５）



経
の
体
裁
・
料
紙
・
筆
跡
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
、
我
が
国
に
伝

存
す
る
奈
良
時
代
写
経
の
調
査
に
さ
い
し
て
も
新
し
い
視
点
を
加
え
た
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
正
倉
院
宝
物
の
中
で
統
一
新
羅
時
代
の
遺
品
と
し
て
、
新
羅
製
の

墨
、
花
氈
、
佐
波
理
の
鋺
な
ど
が
あ
り
、
文
字
史
料
と
し
て
は
佐
波
理
加
盤
の
包
装
に

用
い
ら
れ
て
い
た
村
落
貢
進
物
の
帳
簿
（
紙
背
俸
禄
支
給
記
録
）
断
簡
（
料
紙
は
楮

紙
）
が
八
世
紀
中
頃
の
新
羅
文
書
と
し
て
有
名
で
、
そ
の
他
に
佐
波
理
匙
を
巻
い
た
反

故
紙
、「
華
厳
経
論
帙
」
の
内
貼
文
書
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
れ
ら
に
新
羅
の
写

経
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
そ
の
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

な
お
、「
聖
語
蔵
第
五
類
甲
種
十
号
本
」
の
聖
語
蔵
に
お
け
る
伝
来
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
こ
う
し
た
特
異
な
『
花
厳
経
』
が
、
読
誦
も
し
く
は
講
読
に
用
い
ら
れ
た
形
跡
も

な
く
、
し
か
も
一
巻
の
孤
本
と
し
て
今
日
に
大
切
に
伝
え
ら
れ
こ
と
は
奇
異
に
も
感
じ

ら
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の
『
花
厳
経
』
が
新
羅
の
写
経
で
あ
り
、
特
定
の
供
養
の
た
め
に

書
写
さ
れ
た
格
別
の
写
経
で
あ
っ
て
、『
花
厳
経
』
信
仰
上
に
貴
重
な
写
経
で
あ
る
こ
と

が
東
大
寺
山
内
に
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
考
察
に
さ
い
し
調
査
を
共
に
し
た
東
大
寺
図
書
館
の
森
本
公
穣
師
・
横
内
裕
人

・
野
村
輝
男
・
野
村
か
お
る
・
坂
東
俊
彦
の
各
氏
お
よ
び
奈
良
国
立
博
物
館
西
山
厚
氏

か
ら
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
申
し
添
え
、
併
せ
て
調
査
に
さ
い
し
て
格
別
の
御
高
配
を

得
た
正
倉
院
事
務
所
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

注
（
１
）
昭
和
五
年
九
月
、
奈
良
帝
室
博
物
館
正
倉
院
掛
の
作
成
に
な
る
。

（
２
）
東
大
寺
図
書
館
が
行
っ
て
い
る
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
調
査
は
昭
和
二
十
五
年
十
一
月

か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
、
現
在
も
継
続
中
の
調
査
で
、
そ
の
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は

『
南
都
仏
教
』
第
八
十
六
号
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
刊
）
所
掲
の
「
正
倉
院
聖
語
蔵

経
巻
調
査
報
告
（
一
）」
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）『
國
寶
』（
巻
十
二
、
書
芸
・
典
籍
、
一
九
八
五
年
七
月
、
竹
書
房
刊
、
日
本
語
版
）

所
掲
、
千
恵
鳳
氏
「
韓
國
の
典
籍
」（
新
羅
時
代
の
写
経
）。

（
４
）
例
え
ば
『
大
日
本
古
文
書
』
十
二
（
追
加
六
）
所
収
「
天
平
勝
宝
三
年
六
月
写
経
所

解
」（
続
々
修
四
十
帙
巻
一
裏
）
に
花
厳
経
料
紙
を
「
張
」
で
示
し
て
い
る
。

（
５
）
六
十
巻
華
厳
経
（
旧
訳
）
が
書
名
に
「
華
」
字
を
用
い
、
八
十
巻
花
厳
経
（
新
訳
花

厳
経
）
が
「
花
」
字
を
使
用
し
て
新
旧
両
経
の
区
別
の
手
掛
り
と
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
注
（
２
）
記
載
の
「
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
調
査
報
告
（
一
）
」
の
「
Ⅱ

調

査
報
告
―
考
察
編
―
、
五
、
題
名
」
項
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）
注
（
３
）『
國
寶
』（
巻
十
二
、
書
芸
・
典
籍
）
の
「
韓
國
の
書
芸
」。

（
７
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
巻
、
大
方
広
仏
華
厳
経
、
四
一
二
頁
上
段
二
三
行
。

（
８
）
本
文
は
第
二
十
六
紙
と
第
二
十
七
紙
と
で
連
続
し
て
い
る
。

（
９
）
注
（
２
）
に
掲
げ
た
「
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
調
査
報
告
（
一
）
」
の
「
Ⅱ

調
査
報
告

―
考
察
編
―
、
六
、
本
文
」
項
参
照
。

（
１０
）
太
子
と
太
子
を
慕
う
善
現
・
妙
徳
母
娘
の
問
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
森
本
公
誠
師
編

『
善
財
童
子

求
道
の
旅

華
厳
経
入
法
界
品

華
厳
五
十
五
所
絵
巻
よ
り
』（
一
九

九
八
年
一
〇
月
、
東
大
寺
刊
）「
四
十
一

瞿
婆
女
人
」
項
を
参
照
の
こ
と
。

（
１１
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
巻
、
四
四
二
頁
中
段
一
行
。

（
１２
）
仏
像
納
入
経
の
諸
例
に
つ
い
て
は
『
重
要
文
化
財
（
別
巻
Ⅱ
、
像
内
納
入
品
）』（
一

九
七
八
年
三
月
、
毎
日
新
聞
社
刊
）
参
照
。

（
一
一
）

（１４４）



（
１３
）『
新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
写
真
お
よ
び
概
要
に
つ
い
て
は
『
湖
巖
美
術

館
名
品
圖
録
』（
一
九
八
四
年
五
月
、
財
団
法
人
三
星
美
術
文
化
財
団
刊
）
お
よ
び
注

（
３
）
記
載
『
國
寶
』
所
掲
、
千
恵
鳳
氏
「
韓
國
の
典
籍
」
参
照
。
私
は
奈
良
国
立

博
物
館
長
時
代
に
こ
の
写
経
を
湖
巖
美
術
館
で
拝
見
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

（
１４
）「
湖
巖
美
術
館
本
」
の
奥
書
に
つ
い
て
は
木
村
誠
氏
「
統
一
新
羅
の
骨
品
制
―
新
羅
華

厳
経
写
経
跋
文
の
研
究
―
」（『
古
代
朝
鮮
の
国
家
と
社
会
』
所
収
、
二
〇
〇
四
年
五

月
二
〇
日
、
吉
川
弘
文
館
刊
、
初
出
一
九
八
六
年
）
に
釈
文
と
解
釈
が
あ
る
。

（
１５
）
注
（
３
）『
國
寶
』
参
照
。

（
１６
）
同
前
『
國
寶
』
所
掲
、
千
恵
鳳
氏
「
韓
國
の
典
籍
」
解
説
。

（
１７
）
注
（
３
）
に
掲
げ
た
『
國
寶
』
が
韓
国
の
宝
物
に
指
定
さ
れ
た
写
経
・
版
経
で
仏
像

も
し
く
は
仏
塔
内
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
新
羅
・
高
麗
の
仏
典
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

�
版
本
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経

一
巻
、
新
羅
（
景
徳
王
一
〇
年
・
七
五
一
頃
）、
国
宝

一
二
六
号
、
慶
州
市
・
仏
国
寺
三
層
石
塔
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
旧
訳
）
巻
第
三
十
七

一
巻
、
高
麗
（
粛
宗
三
年
〔
遼
・

寿
昌
四
年
〕
・
一
〇
九
八
）、
国
宝
二
〇
二
号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
旧
訳
）
巻
第
四

一
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、
宝
物
六
八
五

号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
旧
訳
）
巻
第
二
十
八

一
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、
宝
物
六

八
六
号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
）
巻
第
十
七
・
第
五
十
二

二
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、

宝
物
六
八
八
号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
）
巻
第
六
十
六

一
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、
宝
物
六

八
七
号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
）
巻
第
六

一
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、
宝
物
六
九
〇

号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
版
本
妙
法
蓮
華
経
巻
第
七
（
二
部
）

二
帖
、
高
麗
（
高
宗
二
七
年
・
一
二
四
〇
）、

宝
物
六
九
二
号

黄
海
道
黄
州
郡
・
成
仏
寺
仏
像
胎
内
発
見

	
版
本
小
字
本
妙
法
蓮
華
経
（
一
部
七
巻
）

二
帖
、
高
麗
（
忠
烈
王
一
二
年
・
一
二

八
六
）、
宝
物
六
九
三
号
、
仏
像
胎
内
発
見



版
本
大
方
広
仏
華
厳
経
（
貞
元
四
〇
巻
本
）
巻
第
七

一
巻
、
高
麗
粛
宗
年
間
、
宝

物
六
八
九
号
、
仏
像
胎
内
発
見

�
紺
紙
銀
泥
菩
薩
善
戒
経
巻
第
八

一
巻
、
高
麗
（
忠
烈
王
六
年
〔
元
・
至
元
一
七
年
〕

・
一
二
八
〇
）、
宝
物
七
四
〇
号
、
京
畿
道
安
城
郡
清
源
寺
中
尊
仏
胎
内
発
見

（
１８
）
巻
首
の
「
巻
七
十
二
」
の
巻
次
表
記
は
そ
の
下
に
用
紙
数
を
記
す
る
た
め
、
他
巻
の

巻
次
表
記
よ
り
高
い
位
置
に
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
紙
数
表
記
が
本
文
書
写
と
同
時

に
記
載
す
る
よ
う
預
め
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
１９
）『
古
典
籍
が
語
る
―
書
物
の
文
化
史
―
』（
二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
八
木
書

店
刊
）「
第
四
章

中
国
・
韓
国
か
ら
の
古
典
籍
の
伝
来
、
三
韓
国
古
版
経
と
古
写

経
」
。
初
出
一
九
八
五
年
。
同
様
の
趣
旨
を
藤
本
幸
夫
氏
も
「
古
代
朝
鮮
の
言
語
と
文

字
文
化
」（
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代
』
第
一
四
巻
「
こ
と
ば
と
文
字
」
所
収
、
一
九

八
八
年
三
月
二
〇
日
、
中
央
公
論
社
刊
）
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２０
）『
判
比
量
論
』
の
研
究
過
程
は
高
橋
正
隆
氏
『
典
籍
学
私
考
』（
二
〇
〇
五
年
十
一
月

二
十
八
日
改
訂
版
、
善
慶
寺
私
家
版
）「
第
二
講

最
古
の
独
草
の
仏
典
『
判
比
量

論
』」
に
詳
し
い
。
平
成
十
四
年
に
小
林
芳
規
博
士
が
角
筆
の
書
入
れ
を
発
見
さ
れ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
関
係
す
る
研
究
論
文
に
つ
い
て
も
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
一
二
）

（１４３）


